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１．園芸領域における人間への関心
　演者が学生生活を送っていた1960年代には，農学に
関する授業や実習は農業生産に関係する植物やその生
理に関するものがほとんどでした。演者自身もキュウ
リの雄花や雌花の分化を支配する環境条件について研
究していました。そのなかで，ある地域の自然条件下
で出てくる変異のなかから，そこに適した，役立ちそ
うなものを拾いあげるのは私たち人間であることに，
あらためて気付きました。考えてみればあたりまえの
ことですが，キュウリの生態型などと呼ばれる系統の
成立には人との深いかかわりがあるのです。
　このような園芸分野における人とのかかわりのある
事象は身近にいくらでもあるにもかかわらず，これら
はほとんど取り上げられていないことに気付き，関心
をもつようになりました。たとえば，熊本以北の北部
九州と違って鹿児島では，墓花が１年中きれいに飾ら
れていますし（松尾，1982，1989；日本放送出版協会，
1993），九州におけるネギ類の方言，とくにワケギの
それは，おおむね県またはそれ以前の藩によって違っ
ています（松尾，2017）。テッポウユリの利用法は日
本では花壇での栽培や切り花としての利用がほとんど
です。しかし，アメリカでは主として復活祭（Easter）
のときに鉢花として飾ります。つまりテッポウユリ
は復活祭の花（Easter fl ower）であり，これがテッ
ポウユリを英語でEaster lily（復活祭のゆり，イース
ター・リリー）と呼ぶようになった理由です（松尾，
2017）。
　そして1960年代から70年代にかけて，公害という社
会的問題が話題となりました。都市には植物の姿が少
なく，都市はコンクリートジャングル，アスファルト
砂漠とも呼ばれました。排ガスと煤煙で空はどんより
と曇り，太陽は黄色に見えるような有様でした。また，
食べものの農薬汚染は，都市住民に農薬まみれの食べ

はじめに

　このたびは学会賞を授与くださいましてありがとう
ございます。受賞講演を行うにあたって，推薦理由は
さておき，いったいどのような意味で賞をいただくこ
とになったのか，を考えていました。
　本学会が結成されてやがて20年を迎えようとしてい
ますが，大きな転機を迎えているのではないかと思っ
ています。会員数は伸び悩み，学際性とそれにともな
う領域の異なる会員の多様性が魅力であるはずなの
に，特定領域の会員の割合が多くなり，多様性が乏し
くなってきています。また研究発表にも，人間とのか
かわりがよくわからないものがたまにみられるように
なっています。端的にいえば，人間・植物関係をテー
マにした学際性の良さが失われつつあるともいえま
しょう。
　このことは，目前に迫った創立20周年という節目を
迎えるにあたって，もう一度学会設立時の原点にか
えって，今後の発展に資するにはどうすればよいか，
を考えるきっかけにする話題提供の必要性を意味する
のであろう，と思いました。
　本学会は，「人間と植物とのかかわりについての情
報交換をはかりつつ，学術成果を高めるとともに，新
しい学際分野の展開，人間の幸福への活用を目指す」
と学会規則　第２条（人植関係学誌）に記されていま
す。その主旨に賛同してくださった，さまざまな領域
にわたる発起人の方々の協力を得て，発足いたしまし
た。
　本日は，ここに至るまでの背景ならびに発足後の展
開には，個人的に，社会的にどのような動きがあった
かを紹介します。今後の発展の参考にしていただけれ
ばさいわいです。
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ものを食べさせられているのではないかという不安さ
えいだかせることになりました。
　このような社会情勢から，1970年代には国民の間に
環境整備や食の安全への関心が高まり，都市緑化が推
進されるとともに，家庭園芸がブームとなり，市民農
園も開設されました。そのとき疑問を感じたことの１
つは，30％を超える国民が何らかの形で園芸・庭いじ
りに親しんでいるというのに，園芸研究者の目はそれ
に向いてはいなかったことでした。
　ちょうどそのころ，演者は地理学関係の勉強を始め
ていました。そこで学んだことは，地理に関心をもつ
さまざまな領域の研究者が人とのかかわりを研究課題
として取り上げていることでした。これに力を得た演
者は，前に述べました墓花，ネギ類の方言，市民農園，
家庭での園芸の実態など，人と園芸とのかかわりであ
る事象の解明に本気で取り組むことになりました。園
芸領域における人とのかかわりの分野の認知，すなわ
ち，生活科学としての園芸の確立を目指したのです。
　経済の高度成長がピークに達する1980年代になる
と，農・園芸領域にとっては受難の時代となりました。
農産物の輸入が自由化され，安価な外国産の農産物が
国内にあふれ，国産の農産物の販路を圧迫するように
なりました。その影響もあって農家数が減少し，国や
地方自治体の農業関係部局は規模縮小を迫られ，大学
では「農消し」といわれる農学部の再編が始まりまし
た（松尾，2010）。そのころ話題になったのが，農耕・
園耕がもっている水源涵養，緑の景観の創造と維持，
緑の環境がもたらす心理的効果，環境変化の緩和など
の環境的役割です。
　これを市民生活における花と緑の環境的役割ととら
えて，植物とのかかわりの大切さを市民に訴えたのが，
1990年に開催された花の万博です。同じ年には園芸
学会が，第24回国際園芸学会議（The 24th International 
Horticultural Congress; IHC）を1994年に京都で開催する
ことを決定し，そのモットーは“The Beautifi cation of 
Human Life and Its Environment through Horticultural 
Science”（健やかな人間生活と美しい環境を創る園芸）
とすることになりました。この国際園芸学会議を契機
に，園芸学会でも園芸領域における人間問題への視線
に変化がみられるようになりました。

２．アメリカやイギリスでの人間・植物関係領域の動
向

　アメリカでは1900年代初めころから，園芸の療法的
活用が盛んになっていましたが，第２次世界大戦後に
はよりいっそう注目されるようになりました。そし
て1973年には，アメリカ園芸療法協会の前身である
“The National Council for Therapy and Rehabilitation 
through Horticulture ; NCTRH”（園芸を通しての治療
とリハビリテーションに関する全国協議会）が結成さ

れました（京都大学蔬菜花卉園芸学研究室，1982）。
これは1987年に改称して “The American Horticultural 
Therapy Association ; AHTA”（アメリカ園芸療法協会）
となります。
　イギリスでは，1978年に “Horticultural Therapy ;  
HT”（日本ではイギリス園芸療法協会と呼ばれてい
ました。）が結成され，主に情報ネットワークとして
活動し，園芸療法の実習を行い，終了証書を出して
いました。その後1999年に “THRIVE” と改称して現
在に至り，日本にも連絡所がおかれています（松尾，
2008）。
　1970年前後のアメリカでは，モートン植物園（イ
リノイ州）にいたC. Lewis氏が，人間に対する植物の
効果や役割について研究を進めています。NCTRHの
事務局長を務めていたP. D. Relf博士はこれに共鳴し，
バージニア工科・州立大学に職場をかわってから本格
的に人間と園芸・植物とのかかわりを研究することに
なりました。
　このような園芸分野における人間問題を取り上げ
る作業部会（W. G. ）が，1980年代に入って，アメリ
カ園芸学会（The American Society for Horticultural 
Science ; ASHS）のなかに続々と立ち上げられていま
す（Matsuo，1996）。たとえば，家庭園芸（1980），
園芸における女性の役割（1980），家庭と都市におけ
る園芸（1983），花卉園芸教育（1983），社会園芸と園
芸療法（1983），社会園芸（1984），園芸史（1989），
消費者園芸（1990），園芸分野における人間問題（1991）
などがあります。
　Relf博士は，1976年にバージニア工科・州立大学に転
じた後，1981年のアメリカ園芸学会で，シンポジウム
“Consumer Horticulture : A Reality for All Horticulture”
を主宰し，Home Horticulture（家庭園芸）W. G. を
Consumer Horticulture（消費者園芸）W. G. と改称
することを提唱しています。また，1989年には “The 
Interdisciplinary Research Team of the Office of 
Consumer Horticulture ; IRTCH” を結成し，このグ
ループが中心となって1990年に人間・植物シンポジウ
ム（The National People-Plant Symposium）を開催
しました（松尾，1997）。この会議は第１回人間植物
シンポジウムと位置付けられ，以降原則として２年ご
とに開催されることになり，1996年の第４回大会以降
“The International People-Plant Symposium ; IPPS”
と呼ばれることになりました（松尾，1997）（第１表）。
　Relf博士との交流は，演者が1980年ころに園芸療法
に関する資料の提供を要請したことをきっかけに始ま
りました（第２表）。博士に初めて会ったのは1986年
第22回国際園芸学会議（カリフォルニア大学デービス
校）でのことでしたが，その後さまざまな面で博士の
支援を受けています。とくに本学会の発足とその後の
活動にあたっては，多くの助言と協力を仰ぐことにな
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りました。
　Relf博士と共同して行った初仕事は，1994年に京都
で開催された第24回国際園芸学会議におけるモットー

に沿ったシンポジウム “Horticulture in Human Life, 
Culture, and Environment”（豊かな人間生活，文化の発
展，快適環境の創造にかかわる園芸）の編成，遂行そ

第２表．第８回国際人間・植物シンポジウム（2004）までの，Relf博士との主な交流記録．

第１表．国際人間・植物シンポジウムの記録（1990～2018）．

ｚ数字を〇で囲んだ大会では演者も発表した．
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して報告書（論文集）の作成です。演者らのほかに，
５人の基調講演者を招待し（第３表），園芸の多彩な分
野へのかかわりとその効用，ならびにその応用につい
て討議しました。それらの結果は，Acta Horticulturae 
No. 391（Matsuo and Relf, 1995）として刊行されていま
す（写真１）。

３．日本における人と園芸・植物関係研究と人間・植
物関係領域の啓発と普及に貢献した外国人研究者
たち

　1980年代までは，奇人・変人扱いされた人間・園芸
関係の研究でしたが，前に述べましたように，1994年
の国際園芸学会議以降は風向きがやや変わってきまし
た。これまでは人間とかかわる園芸に関心をもってい
ながら口をつぐんでいた人が発表するようになったの
です。とはいえ，これらは学会ではまともに評価され
ているとはいえませんでした。それでも，暮らしのな
かにおける園芸も，園芸分野の１つとして欠かせない
という信念のもとに，さまざまな話題を取り上げて研
究を進めてきました（第４表）。
　このような農・園芸分野において人間とのかかわり
を考える話題は，日本学術振興会には評価されたよう
です。1990年代から2000年代にかけて申請した外国人
研究者の招へい計画７件（第５表）と科学研究費助成
（研究代表者）に申請した３件の研究課題（第６表）

写真１．Acta Horticulturae No. 391 “Horticulture in Human 
Life, Culture, and Environment”の表紙．

はすべて採択されました。
　この日本学術振興会の助成のおかげで，1994年
の国際園芸学会議の基調講演者のうち，Relf教授，
Groening教授，Burchett教授のほかに，第６回まで
の国際人間植物シンポジウムで注目される研究発表

第３表．第24回国際園芸学会議（1994，京都）のシンポジウム“Horticulture in Human Life Culture, and Environment”
　　　　（豊かな人間生活，文化の発展，快適環境の創造にかかわる園芸）の基調講演者とタイトル．
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をしていた　R. Ulrich教授，C. Shoemaker博士，V. 
Lohr教授を新たに招くことができました（第５表）。
彼らは，日本各地で講演を行ったり，セミナーに参加
したりして人間・植物関係学領域の啓発・普及に大き
な役割を果たすことになりました。来日外国人研究者
たちが国内各地を訪問した際にお世話してくださった
方々に，この機会を借りてあらためてお礼を申し上げ
ます。
　これら多くの外国人研究者との交流の影
響もあり，演者の関心は人と園芸とのかか
わりから，人と植物とのかかわりへと広が
ることになりました。

４．園芸療法の普及と園芸福祉の提唱
　1990年代後半には，園芸療法に対する国
民の関心が異常ともいえるほどに高まって
きました。園芸療法に関する情報は爆発的
に増加し，研究会・勉強会は全国各地に結
成され，講演会やセミナーが急増しました
（松尾，1998，2005）。
　そのような背景を受けて，園芸療法とは
何かがわかりにくくなり，混乱もみられる
ようになりました。たとえば，植物を取り

扱っていれば園芸療法，療法の対象者は誰でもよい，
治療やリハビリテーションだけでなく，心身の状態が
よくなればそれは園芸療法の効果であるというような
極端な解釈も出てくるようになったのです。
　もともと園芸は多くの恩恵・効用を私たちにもたら
してくれます。花を見ればほっとするし，安らぎが得
られます。野菜の手入れをするのは面白いし，喜びも

第５表．文部省外国人招へい研究者，日本学術振興会招へい研究者（短期）として来日し，人間・植物関係研究の啓発・普及に
尽力した外国人研究者．

第４表．演者が取り組んだ，人と園芸・植物とのかかわりに関する主
な話題．

ｚ事業名
Ａ　文部省教育研究交流事業（国際交流事業）参加のための外国人研究者招へい制度．
Ｂ　日本学術振興会外国人招へい研究者（短期）．
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楽しみもあり，買った野菜よりおいしく感じられます。
成長や開花，収穫への期待や希望も生まれます。子ど
もと植物の世話をしながら，いろいろなことを学びか
つ教えることができます。家族間のコミュニケーショ
ンも円滑になります。園芸は友だちができるきっかけ
にもなります。高齢者にはよい運動になります。
　このようなしあわせ体験は，老若男女をとわず，す
べての人が味わうことのできるもので，病人や障がい
者だけのものではありません。これらは昔から知られ
ていたことですが，誰もがあたりまえと思っていて，
注目していなかっただけなのです。しかも，これらを
あらわす適切な言葉がありませんでした。
　実は，しあわせ，さいわい，幸福を意味する言葉が
福祉です。そこから，園芸を通してしあわせ，すなわ
ち，福祉を推進しようという意味で，園芸福祉という
言葉が生まれました（松尾，1998）。
　園芸福祉という言葉が生まれると，その活動はいち
はやく三重県で取り上げられ，爆発的に日本中に広が
りました。ずっと以前からは知られてはいたものの，
適切な言葉がなく，あたりまえととらえて，注意を払っ
てこなかった園芸の恩恵に「園芸福祉」という衣を着
せることによって，初めて一般市民の意識に上るよう
になったといえるでしょう。馬子にも衣装というとこ
ろでしょうか。
　このような園芸福祉という概念に基づいて，園芸療
法とは何かを考えてみますと，園芸を通して療法的か
かわりを要する人のしあわせ（福祉，幸福）をはかる
こと，ということになります。つまり，園芸療法は園
芸福祉のなかの１つの領域なのです。
　園芸療法への関心の高まりにともなって出てきた話
題が，園芸療法を職業として活かすために，園芸療法
士の資格制度を整備してはどうか，というものでした。
これと連動して園芸療法学会を組織してはどうかとい
う声が聞こえるようになりました。

５．人間・植物関係学会の発足とその後の活動
　このような要請を受けて，1999年７月に大阪で，園

芸療法の啓発・普及・実践に
かかわってきた浅野房世氏，
澤田みどり氏，鈴木正明氏，
山根　寛氏（アルファベット
順）に演者を加えて協議をし
ました。その結論は，園芸
療法を日本にしっかりと根付
かせるには，その基礎となる
人と植物との関係を学び・理
解することを優先すべきであ
る。それを実践するために，
まず人間・植物関係に関する
学会を立ち上げ，その学会の

なかで，園芸療法を学びつつ，独立学会発足の機会を
模索しようではないか，ということになりました。
　この決定にしたがい，ほぼ１年をかけて学会発足の
準備を進め，2000年10月に人間・植物関係学会設立準
備会発足記念シンポジウムを東京で開くことになりまし
た。このとき講演を快諾していただいたのが，P. D. Relf
博士（バージニア工科・州立大学教授）「人間と植物
のかかわりの解明と応用」と河合雅雄博士（兵庫県人
と自然の博物館館長）「人はなぜ自然を求めるか－人
と自然の真の共生とは」でした。いずれも学会の発起
人として名を連ねてくださった方々でした。
　本学会の理念は学会規則に謳ってありますように，
幅広くさまざまな分野の人々が集まって，人と植物と
のかかわりに関する情報交換を行い，研究を進め，そ
れらの結果を活用しながら，私たち人間のしあわせを
推進して行こうというものです。この趣旨には，さま
ざまな学問分野で活躍しておられる著名な方々が賛同
して，発起人として名を連ねてくださいました（人植
関係学誌．表紙裏）。
　これらの方々の協力を得るとともに，準備会発足記
念シンポジウムや学会運営の資金を調達するにあたっ
ては，浅野房世現会員，高江洲義英現会員の尽力に負
うところが絶大でした。その後の運営に関する基本的
な姿勢は，自分たちが勉強するための学会であるから，
自分たちが資金を出し合って運営するというものでし
た。
　こうして2001年９月に人間・植物関係学会が発足し，
最初の学術研究発表会を「人と自然の博物館」（兵庫
県三田市）で開催する運びとなりました。発足後は，
数多くの会員の皆さんのご尽力で，営々と継続されて
きました。学会雑誌が発行され，研究発表，公開講演
が毎年行われています。そしてやがて20年を迎えるこ
とになります。
　この間に行われたさまざまな活動の様子は，本学会
雑誌に掲載されております。なかでも新しい会員には
よく知られていないと思われる学会創立から初期10年
の活動の様子は，創立10周年を機会にまとめられ，学

第６表．日本学術振興会の助成を得た研究ｚ．

ｚこれらの報告書は国立国会図書館と九州大学図書館に収められている．
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写真２．第８回国際人間植物シンポジウムのポスター（左）とその論文集　
Acta Horticulturae No.790の表紙（右）．

会雑誌第10巻（人植関係学会，2011）に掲載されてい
ます。この記録は発足当初から幹事として学会事務を
取り仕切ってくださった森　啓一郎会員の手によるも
のです。

６．特筆すべき出来事
　研究発表と啓発・普及を目的とした公開講演は恒例
行事として行われてきましたが，これまでの活動のな
かで特筆すべきものといえば，第８回国際人間植物シ
ンポジウム＆園芸療法国際サミット（淡路），日本園
芸療法学会の発足，創立10周年記念シンポジウムがあ
げられましょう。第８回のシンポジウムではポスター
に「人間植物関係学国際シンポジウム」と記されてい
ますが，本稿では英文表記に従って「国際人間植物シ
ンポジウム」という訳を用いることにします。
　国際人間植物シンポジウムは，1990年から２年ごと
に開催される人と植物に関する国際会議です（第１
表）。主にアメリカで行われてきたのですが，それ以
外の国で行われたのは，1998年のシドニー大会（オー
ストラリア）と2000年のトロント大会（カナダ）だけ
でした。その第８回目にあたる国際会議を，2004年に
アジアで初めて日本で開催することになったのです。
　実は，1996年の第４回大会（サン・アントニオ，テ
キサス州）の折に，日本で開催してはどうかという打
診を受けたのですが，日本はまだそれをできる状態で
はない，と断ったことがありました。人間・植物関係
学会が発足したのを機会に，日本における人間・植物
関係研究と実践の状況を世界に向けて発信するとと

もに，国内での啓発・普及をはかろうというわけで，
2004年の第８回大会を誘致し，「人間・植物関係学国
際シンポジウム＆園芸療法サミット」という形で開催
することになりました。
　この国際会議は，高江洲義英実行委員長と浅野房世
大会事務局長のご尽力のもと，兵庫県による人的およ
び資金面での支援，さらにはP. D. Relf教授（バージ
ニア工科・州立大学），M. Burchett教授（シドニー
工科大学）の協力を得て，成功裏に終わりました。こ
のシンポジウムの成果は，Acta Horticulturae No. 790 
“Exploring Therapeutic Powers of Flowers, Greenery 
and Nature”（花と緑，そして自然の療法的力を探る）
（Matsuo, Relf and Burchett, 2008）にまとめられてい
ます（写真２）。
　本学会の設立にあたって，検討課題として後回しに
なっていた，園芸療法学会については，学会内の研究
部会で調査・研究が進められていました。発足後には
学会内部に園芸療法に関係する会員が徐々に増え，研
究発表も多くなり，より専門的な教育・研究と教育制
度の確立の必要性が感じられるようになりました。こ
うしてまず2004年に園芸療法士の資格制度が整備さ
れ，続いて2008年には日本園芸療法学会が設立される
ことになりました。これにともない，本学会による園
芸療法士の資格制度は，日本園芸療法学会に移譲され
ました。
　創立10周年記念シンポジウムは，自然と人間とのか
かわりを象徴する熊野古道が世界文化遺産に登録され
ている（2004年）こともあって，自然に恵まれた熊野
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市周辺での開催が検討されました。しかしながら，交
通事情の面で難点があるというので，断念することに
なりました。それに代わる案が，奈良市の春日大社と
いう精神性に富む原生林のある場所での開催です。い
ずれも当時学会長を務めていた浅野房世会員の発案に
よるものですが，そのアイデアの豊かさに驚きました。
2010年５月に開催されたのですが，あいにくの雨にた
たられ，参加者が少なかったのはきわめて残念なこと
でした。

おわりに

　“No Plant No Life” という言葉は，人は植物なしには
生きられない（Without plant, we would not survive.），
と言い換えられることもあるのですが，今後とも変わ
ることのない真実でしょう。
　植物は食べもの，住まい，衣料，医薬類の原料とな
るだけでなく，緑の環境，精神生活，社会生活，教育・
文化，心身の健康などさまざまな面で影響をもたらし，
私たちに癒しと喜び・楽しみ，さらには期待や希望を
与えてくれます。このとき私たちは心地よさ，すなわ
ち快感を味わい，しあわせに生きていることを実感で
きるとともに，心身だけでなく社会的にも健康かつよ
り質の高い暮らしをすることができるのです。
　それらの諸現象が私たちの身の周りでどのような形
であらわれているかを明らかにし，その背景を探り，
それをしあわせで健康な暮らしにいかに活かして行く
かを，模索するのが人間・植物関係学にほかなりませ
ん。
　この領域で学び，あるいは，研究し，実践に携わっ
ている皆さんには，今後も自信をもってその仕事に取
り組み，さらなる発展と深化を目指して頑張っていた
だきたいと祈念しています。
　講演の資料作成にあたってご協力をいただいた，P. 
D. Relfバージニア工科大学名誉教授とC. Shoemaker
カンザス州立大学教授にお礼を申し上げます。
　ご清聴ありがとうございました。
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